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報道関係者各位                                 2026 年 3 月 2 日 

京都光華女子大学（学長：高見 茂）の「要配慮者支援・要支援者支援災害支援サークル 彩華（いろは）」

（担当教員：千葉晃央 准教授）が、2026 年 2 月 20 日（金）に京都産業大学で開催された「2025 年度（令

和 7 年度）成果報告会 第 13 回グローカル人材フォーラム」にエントリーし、「優秀賞」と「オーディエン

ス投票 1 位」を獲得しました。 
 

■6大学 16チームの中で示した「地域と共に学ぶ力」 

「第 13 回グローカル人材フォーラム」は、大学間連携共同教

育推進事業「産学公連携によるグローカル人材の育成と地域資格

制度（GPM）の開発」の一環として開催され、学生主体の課題解

決型学習（PBL）の成果を社会に発信し、大学間で学び合うことを

目的としています。京都産業大学、龍谷大学、佛教大学、京都橘

大学、京都文教大学、京都光華女子大学の 6 大学から、計 16 チ

ームが参加しました。 

本学からは、京北狩猟会と連携して京北地域の地域創生に取り

組む「京北探索」チームと、子どもたちにもわかりやすく面白い

防災教育の実現を掲げる「災害支援サークル彩華（いろは）」チ

ームの 2 チームが出場しました。 

当日は活動報告に加え、審査員および一般参加の社会人からの質疑応答を通じて取組の成果が審査され、そ

の結果、「彩華（いろは）」が上位評価としての「優秀賞」を受賞。さらに、参加者が「優秀だと感じたチー

ム」に 1 票ずつ投票する「オーディエンス投票１位」も獲得しました。 
 

■未来の専門職学生が届ける「誰もが学べる防災プログラム」 

「彩華（いろは）」は、地域社会の安全と復興への貢献をめざし、防災知識の習得と、災害時に自ら行動で

きる力を身につけることを目的に活動しています。教育・福祉・医療など将来の専門職として活躍が期待され

る学生が、各領域の強みを持ち寄り、防災教材づくりや啓発活動に反映している点が特徴です。 

地域からの要請を受けた取組として、京都市右京消防署と連携し、地域の保育所で行われる防災訓練に参加。

学生が一から考案した、子どもにも理解しやすい防災教育教材として紙人形劇（ペープサート）を上演しまし

た。また、児童福祉施設「桃山学園」からは 2 年連続で防災訓練への協力要請を受け、「防災クイズ」「防災

すごろく」「ペープサート」等、楽しみながら学べるプログラムを実施してきました。 

本学は災害時の指定緊急避難場所・指定避難所に指定されており、避難所開設訓練を授業でも体験的に長年

行ってきました。こうした大学としての蓄積も背景に、学生の実践的な防災教育活動を継続しています。 
 
■受賞概要 

受 賞：優秀賞／オーディエンス投票１位（ダブルで獲得） 

大会名：2025 年度（令和 7 年度）成果報告会 第 13 回グローカル人材フォーラム 

開催日：2026 年 2 月 20 日（金） 

会 場：京都産業大学 

参 加：6 大学 16 チーム 
 

報報道各社におかれましては、学生主体で地域と連携し、子どもから大人まで「誰もが学べる防災」を形に

する本活動について、ぜひご取材賜りますようお願い申し上げます。 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
≪取材に関するお問い合わせ≫ 
京都光華女子大学／短期大学部 入学・広報センター 担当：川島 
[TEL] 075-312-1899  [FAX] 075-312-5594 [E-mail] hkk@mail.koka.ac.jp [URL] https://www.koka.ac.jp/ 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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「災害支援サークル 彩華（いろは）」が 
第 13回グローカル人材フォーラム 優秀賞と１位獲得 

2026 年 4 月共学化！ 

「京都光華女子大学」から 

「京都光華大学※」へ 
※名称変更 

STAY BONBU,CO-CREATE WELL-BEING. 
世代を超え、願いをつなぎ続ける学園を目指して 

Well-Being な社会を実現するためには多様な人々が手を取り合い共創することが必要です。 

その共創のスキルを学生が育めるよう、本学園はジェンダーの壁を取り払い、男女共学化。 

おもいやりの心で互いを尊重し、あらゆる人と共創できるキャンパスに進化します。 
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